
カレンダーと時計を合わせる
本機はあらかじめカレンダーと時計が設定されています
が、バックアップ用のリチウム電池が消耗すると、停電
があったとき、時計が初期状態に戻ってしまいます。こ
のようなときは、新しいリチウム電池に交換したうえ
（「バックアップ用のリチウム電池を交換するときは」参
照）、次の手順にしたがってカレンダーと時計を合わせて
ください。

1 ACアダプター（付属）を本機とコンセントにつ
なぐ。

2 「年」が点滅するまで時計／モード切換ボタン
を押したままにする。

3 アラーム設定＋/－ボタンを繰り返し押して
「年」を設定する。

+を押すと数字が進み、－を押すと数字が戻ります。
ボタンを押し続けると早く変わります。

4 時計／モード切換ボタンを押す。
年月日表示の「月」が点滅します。

5 手順3と4を繰り返して「月」、「日」、「時」、「分」
を設定し、時計／モード切換ボタンを押す。
時刻が確定し、秒のカウントが0から始まります。

ご注意
 カレンダーまたは時刻設定中に約1分間何も操作しない
と、設定は解除されます。

 本機には100年分のカレンダー（2013年～ 2112年）があ
らかじめ設定されています。日付を設定すると、曜日が
自動的に表示されます。

時計表示を変更するには
12時間表示（お買い上げ時の設定）と24時間表示を選ぶこ
とができます。アラームリセット／切ボタンとスヌーズ/
明るさ調整ボタンを同時に2秒以上押したままにすると、
時計表示が変わります。
ボタンを押したままにするごとに、12時間表示（「午前 
0:00」＝真夜中）と24時間表示（「0:00」＝真夜中）に変わり
ます。

年月日を表示するには
表示切換／メモリーボタンを押すと、「日付」が表示され、
もう一度押すと「年」が表示されます。
「年」と「日付」が表示された後、しばらくたつと時刻表示に
戻ります。

ディスプレイの明るさを調整する
スヌーズ/明るさ調整ボタンを押すたびにディスプレイの
明るさが変わります。

明るい 
（お買い上げ時の設定） オフ

暗い中間

アラームが鳴っているとき、明るさを「オフ」に設定して
も「暗い」に変わります。
スヌーズ/明るさ調整ボタンを押したままにすると、「オ
フ」に設定できます。

本機の電池を交換する

バックアップ用のリチウム電池を交換す
るときは
1 ACアダプター（付属）を本機とコンセントにつ
ないだまま、本体底面にある電池ケースのネ
ジをドライバーではずし、リチウム電池ぶた
を持ち上げる。

2 古い電池を取り出して、新しいリチウム電池
（ソニー製CR2032）の＋側を上にして入れる。

CR2032

3 電池ぶたを閉じて、ネジを閉める。

4 、FM/AM、音声入力、スヌーズ/明るさ調
整ボタンのいずれかを押す。
表示窓の「」が消えます。

ご注意
時刻設定やアラーム設定を保持するため、電池を交換す
るときはACアダプターを本機とコンセントに差したまま
行ってください。

電池に関する警告
長い間ご使用にならないときは電池を取り出してくださ
い。過度の放電や液もれを防ぎます。

リチウム電池に関するご注意
 使いきった電池はすぐに廃棄してください。電池は幼児
の手の届かないところに置いてください。万一電池を飲
み込んだ場合には、直ちに医師と相談してください。

 接触不良を防ぐため、電池を乾いた布でよく拭いてくだ
さい。

 電池を入れるときは＋と－を確かめてください。
 ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯・保管しな
いでください。電池の＋と－が金属類とつながると
ショートし、発熱することがあります。

 直射日光や火の近くなど、温度の高いところに電池を置
かないでください。

電池の＋と－の向きをまちがえて入れると破裂するおそ
れがあります。
内蔵の電池と同じ種類の電池をお使いください。

裏面へつづく

故障とお考えになる前に
本機が正しく動作しないときは、下記の項目をチェック
してください。
それでも正しく動作しないときは、ソニーの相談窓口ま
たはお買い上げ店にお問い合わせください。

共通

電源が入らない。

 ACアダプターがDC入力6V端子とコンセントにしっか
り差し込まれているか確認する。

音が出ない。

 本機と再生機器の電源が入っているか確認する。
 VOL－/＋ボタンで音量を調節する。
 本機と再生機器を正しく接続しているか確認する。

音が小さい。

 VOL－/＋ボタンで音量を調節する。

音がひずむ。

 再生機器のイコライザー機能を無効にする。
 本機の音量を下げる。

音が割れる、またはノイズが出る。

 本機と再生機器を正しく接続しているか確認する。
 再生機器をテレビに近すぎる所に設置していないか確認
する。

 外部機器を接続しない時は、音声入力端子から接続ケー
ブルを取りはずしてください。

ラジオなどが受信できない。

 ラジオまたはワンセグチューナー内蔵機器を接続した場
合、放送が受信できない、または感度が大きく低下する
ことがあります。

雑音が入る。

 携帯電話などを本機から離して使用する。
 オーディオケーブルをご使用の場合、ケーブルを使用し
ない際にはケーブルを抜いてください。

停電で時計表示「午前 0:00」または「0：00」が点滅する。

 バックアップ用リチウム電池が消耗している。リチウム
電池を交換してください。

設定時刻になってもラジオ、iPod、ブザーアラームが働
かない。

 アラーム「A」またはアラーム「B」が確実に表示されてい
るか確認する。

ラジオやiPodアラームは設定されているが、設定時刻に
音が出ない。

 アラームの音量設定を確認する。

iPod部
iPodからの音が出ない。

 iPodがしっかりドックコネクターに装着されているか
確認する。

 iPodが再生状態になっているか確認する。
 「iPhone」が選ばれているかを確認する。
 iPodが本機に対応しているか確認する。 
（「iPod&iPhone対応モデル」をご参照ください。）

本機からiPodの操作ができない。

 iPodがしっかりドックコネクターに装着されているか
確認する。

 iPodが本機に対応しているか確認する。 
（「iPod&iPhone対応モデル」をご参照ください。）

iPodの充電ができない。

 iPodがしっかりドックコネクターに装着されているか
確認する。

 ACアダプターがしっかり接続されているか確認する。
 iPodが本機に対応しているか確認する。 
（「iPod&iPhone対応モデル」をご参照ください。）

音声入力部
音が出ない。

 オーディオケーブルがしっかり接続されているか確認す
る。

 外部機器が再生状態になっているか確認する。
 外部機器の音量を音がひずまない範囲でできる限り大き
くする。音量の調節については、外部機器に付属の取扱
説明書をご覧ください。

 「音声入力」が選ばれているかを確認する。

音量が小さい。

 本機と接続している外部機器の音量を確認する。
 外部機器の音量を音がひずまない範囲でできる限り大き
くする。音量の調節については、外部機器に付属の取扱
説明書をご覧ください。

音がひずむ。

 外部機器の音量を音がひずまなくなるまで下げる。音量
の調節については、外部機器に付属の取扱説明書をご覧
ください。

リモコン部

リモコンが動作しない。

 リモコンの電池が消耗していたら、新しいものと交換す
る。

 リモコンを本機のリモコン受信部に向けているか確認す
る。

 リモコン受信部をふさがない。
 リモコン受信部の前の障がい物を取り除く。
 リモコンの受信部に強い光（直射日光や蛍光灯など）が当
たらないようにしてください。

主な仕様
表示窓部
時計表示 12時間表示（お買い上げ時の設定）／ 

24時間表示

iPod部
定格電圧 DC 5 V
定格電流 最大1 A

ラジオ部
FM  76.0 MHz ～ 90.0 MHz
AM  531 kHz ～ 1,710 kHz

一般
スピーカー 直径 約40 mm

音声入力 音声入力端子 
（直径3.5 mmステレオミニジャック)

入力インピー 10 kΩ
ダンス
標準入力レベル 245 mV

実用最大出力 0.8 W（全高調波歪10%）（JEITA*）

消費電力 11 W（ACアダプター使用時、接続機器
充電時） 
1.6 W（ACアダプター使用時） 
約0.3 W（時計表示時、ディスプレイの
明るさオフ時、ACアダプター使用時）

電源 DC IN 6 V（付属のACアダプターを接続
して家庭用電源（AC 100 V、50 Hz/60 
Hz）から使用）

最大外形寸法 約126 mm × 92 mm × 100 mm 
（幅×高さ×奥行き、最大突起部含む）

質量 約482 g

付属品
ACアダプター（1）
AMループアンテナ（1）
リモコン（リチウム電池入り）（1）
取扱説明書・保証書（本書）（1）

* JEITA（電子情報技術産業協会）規格による測定値です。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更する
ことがありますが、ご了承ください。

本機の電源を入れる
ACアダプター（付属）を本機のDC入力6V端子と、
コンセントにしっかりと差し込む。

ご注意
 ACアダプターのコードを無理に曲げたり、コードの上
に重い物をのせたりしないでください。

 ACアダプターを抜くときは、必ずプラグを持って抜い
てください。

時計設定について
本機には、バックアップ用のリチウム電池が入っており、
時計はあらかじめ設定されています。
手動で時計を合わせる場合は、「カレンダーと時計を合わ
せる」をご覧ください。

バックアップ用のリチウム電池について
本機には、あらかじめバックアップ用のリチウム電池
（CR2032）が入っています。このリチウム電池の残量が充
分であれば、万一停電があっても時計は止まりません。

リチウム電池の交換時期について
リチウム電池が消耗してくると、表示窓に「」が点灯し
ます。その場合は、新しいリチウム電池（ソニー製
CR2032）と交換してください。
電池の交換のしかたについては、「バックアップ用のリチ
ウム電池を交換するときは」をご覧ください。

ご注意
 お買い上げ後、初めてACアダプターを本機とコンセン
トにつなげたとき、時計表示が点滅している場合があり
ます。そのときは、お買い上げ店、またはソニーサービ
ス窓口にご相談ください。

 本機にあらかじめ入っているバックアップ用のリチウム
電池は、お試し用です。お買い上げ後は新しい電池をお
買い求めのうえ、交換してください。

アンテナを接続する

AMループアンテナを接続する
アンテナの形状と長さはＡＭ信号受信のために設計され
ています。アンテナを分解したり、無理に曲げたりしな
いでください。

1 アンテナに巻かれているアンテナコードをほ
どき、台を起こす。

2 アンテナを起こしてカチッと音がするまで溝
に確実にはめる。

3 AMアンテナ端子を本機背面のAMアンテナ端
子に差し込む。

AMループアンテナを取りはずす
端子クランプをつまみながらＡＭアンテナ端子を引き抜
く。

リモコンを準備する
初めて付属のリモコンをお使いになるときは、絶縁フィ
ルムを取り除いてください。

リモコンのリチウム電池を交換するとき
は
リモコンに入っているリチウム電池は、通常の使用では
約6ヶ月持続します。電池が消耗すると、リモコンは正常
に作動しなくなったり、リモコンの動作距離が短くなっ
たりします。そのようなときは、新しいソニー製リチウ
ム電池CR2025と交換してください。

＋側を上にして入れる

電池に関する警告
長い間ご使用にならないときは電池を取り出してくださ
い。過度の放電や液もれを防ぎます。

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。し
かし、電気製品はすべて、まちがった使いかたをすると、
火災や感電などにより人身事故になることがあり危険で
す。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
この「安全のために」をよくお読みください。

定期的に点検する
1年に1度は、ACアダプターのプラグ部とコンセントの間
にほこりがたまっていないか、故障したまま使用してい
ないか、などを点検してください。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、キャビネットやACアダプター
などが破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ
店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

変な音・においがしたら、煙が出たら


 電源を切る
 ACアダプターをコンセントから抜く
 ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサービ
ス窓口に修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしてい
ます。表示の内容をよく理解してから本文をお読みく
ださい。

この表示の注意事項を守らないと、
火災・感電・漏液・発熱・破裂などによ
り死亡や大けがなどの人身事故が生
じます。

この表示の注意事項を守らないと、
火災・感電などにより死亡や大けがな
ど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、
感電やその他の事故によりけがをし
たり周辺の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

 

下記の注意事項を守らないと

火災・感電・発熱・発
火により死亡や大けが
の原因となります。

付属以外のACアダプターを使わ
ない
家庭用電源で使用するときは、必ず付属の
ACアダプターを使用してください。
破裂や過熱などにより、火災やけが、周囲
の汚損の原因となります。

ACアダプターのコードを傷つけ
ない
ACアダプターのコードを傷つけると、火
災や感電の原因となります。
 ACアダプターのコードを加工したり、
傷つけたりしない。

 重いものをのせたり、引っ張ったりしな
い。

 熱器具に近づけない。加熱しない。
 ACアダプターを抜くときは、必ずプラ
グを持って抜く。

万一、ACアダプターのコードが傷んだら、
お買い上げ店またはソニーサービス窓口に
交換をご依頼ください。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。内部の点検
および修理はソニーの相談窓口またはお買
い上げ店、ソニーサービス窓口にご依頼く
ださい。

火のそばや炎天下などへ放置し
ない

 

下記の注意事項を守らないと

火災・感電・発熱・発
火により死亡や大けが
の原因となります。

内部に水や異物を入れない
火災や感電の危険をさけるために、ACア
ダプターを水のかかる場所や湿気のある場
所では使用しないでください。また、AC
アダプターの上に花瓶などの水の入ったも
のを置かないでください。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本
体の電源を切り、ACアダプターをコンセ
ントから抜き、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご相談ください。

本機背面の端子や通風孔に異物
を入れない
端子などがショートして、誤動作や故障の
原因となることがあります。

雷が鳴りだしたら、アンテナ線や
ACアダプターに触れない
本機やアンテナ線、ACアダプターなどに
触れると感電の原因となります。

ぬれた手でACアダプターにさわ
らない
感電の原因となることがあります。

本体やACアダプターを布団など
でおおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の
原因となることがあります。

ACアダプターは抜き差ししやす
いコンセントに接続する
ACアダプターは容易に手が届くような電
源コンセントに接続し、異常が生じた場合
は速やかにコンセントから抜いてください。
通常、本機の電源を切っただけでは、完全
に電源から切り離せません。

下記の注意事項を守らないと 

けがをしたり周辺の家財に
損害を与えたりすることがあ
ります。

はじめからボリュームを上げす
ぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあ
ります。ボリュームは徐々に上げましょう。
とくに、デジタルオーディオプレーヤーな
ど、雑音の少ないデジタル機器を聞くとき
にはご注意ください。

通電中のACアダプターや製品に
長時間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、
低温やけどの原因になることがあります。

長時間使用しないときはACアダ
プターを抜く
長時間使用しないときは、安全のためAC
アダプターをコンセントから抜いてくださ
い。

お手入れの際、ACアダプターを
抜く
ACアダプターを差し込んだままお手入れ
をすると、感電の原因となることがありま
す。

本機は国内専用です
海外では国によって電波使用制限があるた
め、本機を使用した場合、罰せられること
があります。

電池についての 
安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲
による大けがや失明を避けるため、下記
の注意事項を必ずお守りください。

本機では以下の電池をお使いいただけます。電池の種
類については、電池本体上の表示をご確認ください。

ボタン型電池
リチウム電池 CR2032、CR2025（リモコン用）

電池が液漏れしたとき
電池の液が漏れたときは、素手で液をさわらな
い
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓
口またはソニーサービス窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがある
ので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で
充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因
になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に炎
症やけがの症状があるときには医師に相談してくださ
い。

電池を誤って交換すると爆発する危険がありま
す。必ず同一タイプのものと交換してください。

 小さい電池は飲み込むおそれがあるので、乳幼児の手の
届くところに置かない。万が一飲み込んだ場合は、窒息
や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に相談
する。

 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
 充電しない。
 火の中に入れない。分解、加熱しない。ショートさせな
い。

 コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯・
保管しない。ショートさせない。

 液漏れした電池は使わない。
 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときも
取りはずす。

 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多いところで
は使わない。

 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中な
ど、高温の場所で使用・保管・放置しない。

 指定された種類以外の電池は使用しない。
 廃棄の際は、地方自治体の条例または規則に従ってくだ
さい。

 電池（電池パックまたは内蔵電池）は直射日光、火などの
過度な熱にさらさないこと。

機銘板は、本機の底面とACアダプターの底面に表示してあ
ります。

使用上のご注意
安全について
 付属のACアダプターをお使いになるときは、家庭用電
源コンセント（AC100 V）につないでお使いください。

ACアダプターについて
 ACアダプターを抜くときは、コードを引っ張らずに、
必ずACアダプターを持って抜いてください。

 この製品には、付属のACアダプ
ター（極性統一形プラグ・JEITA規
格）をご使用ください。付属以外の
ACアダプターを使用すると、故障
の原因になることがあります。

 付属のACアダプターは本機専用です。他の機器ではご
使用になれません。 

 ACアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの
狭い場所に設置しないでください。

取り扱いについて
 スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密
に調整してあります。分解、改造などはしないでくださ
い。

 次のような場所には置かないでください。
 直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど、温度の高
い所

 窓を閉め切った自動車内（特に夏季）
 風呂場など、湿気の多い所
 ほこりの多い所、砂地の上
 時計、キャッシュカードなどの近く 
（防磁設計になっていますが、録音済みテープや時計、
キャッシュカード、フロッピーディスクなどは、スピー
カーの前面に近づけないでください。）

 平らな場所に設置してください。
 設置条件によっては、倒れたり落下したりすることがあ
ります。貴重品などを近くに置かないでください。

 持ち運ぶ際、フロッピーディスクやクレジットカードな
ど磁気の影響を受ける物は、本機の近くに置かないでく
ださい。

 キャビネットが汚れたときは、中性洗剤を少し含ませた
柔らかい布でふいてください。シンナー、ベンジン、ア
ルコールなどは表面の仕上げを傷めますので、使わない
でください。

その他のご注意
 他に疑問点や問題点がある場合は、もう一度この取扱説
明書をよく読んでから、ソニーの相談窓口またはお買い
上げ店にご相談ください。

極性統一形プラグ

iPod & iPhone 対応モデル
本機には下記のiPod & iPhoneが対応しています。本機に
装着して使用する前に、お使いのiPod & iPhoneを最新の
ソフトウェアにアップデートしてください。

iPhone 5s
iPhone 5c
iPhone 5
iPod touch（第5世代）
iPod nano（第7世代）*

* リモコンのMENU、、、ENTERボタンはiPhoneお
よびiPod touchでのみ動作します。

商標
iPod, iPod nano, iPod touch は、米国および他の国々で
登録されたApple Inc.の商標です。
Lightning は、アップル社の商標です。
「Made for iPod」 「Made for iPhone」とは、それぞれ

iPod, iPhone 専用に接続するよう設計され、アップルが
定める性能基準を満たしているとデベロッパによって認
定された電子アクセサリであることを示します。アップ
ルは、本製品の機能および安全および規格への適合につ
いて一切の責任を負いません。本製品をiPod、又は、
iPhoneと共に使用すると、ワイヤレス機能に影響を及ぼ
す可能性があります。

最新のiPod & iPhone対応機種については、下記サポート
ページをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/av-acc/

ご注意
 本機はiPadの使用に対応していないので、iPadを使用
すると故障する場合があります。

 特別な場合を除き、この取扱説明書ではiPod/iPhoneの
総称として「iPod」と記載しています。

保証書とアフターサービス
保証書
 本書には、保証書が印刷されています。
 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切
に保存してください。

 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはソニーの相談窓口（下記）にご相談
ください。修理をご依頼の際は、付属のACアダプターを
本体と一緒にお持ちください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有
料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持する
ために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有してい
ます。ただし、故障の状況その他の事情により、修理に
代えて製品交換をする場合がありますのでご了承くださ
い。

製品カスタマー登録のおすすめ
ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のサポ
ートの充実を図るため、製品登録をお願いしてお
ります。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。
パソコンから
http://www.sony.co.jp/avp-regi/

携帯電話から
2次元コード対応のカメラつき携
帯電話の読み取り機能でご利用く
ださい。

http://reg.msc.m.sony.jp/avp/

   モデル名：SRS-GC11iP

4-450-036-03(1)

SRS-GC11iP

©2013 Sony Corporation  Printed in China

パーソナルオーディオシステム
取扱説明書

お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になることがあります。
この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

パーソナルオーディオシステム
SRS-GC11iP



iPodを聞く

1 iPodをドックコネクターに装着する。
「iPodの取り扱いについて」をご参照ください。

2 ボタンを押す。
iPodの再生が開始され、表示窓に「iPhone」と表示さ
れます。
再生が開始されないときは、iPodを操作して再生し
てください。
iPodは、本機やリモコンでも操作することができます。

3 VOL－/＋ボタンを押して、音量を調節する。

リモコンでiPodを操作する
本機正面のリモコン受信部に付属のリモコンを向けてく
ださい。

 （再生／一時停止）ボタン
 iPodを再生する。または再生中のiPodを一時停止する。

 （早送り）ボタン*
 次の曲へ進む。
 再生中に長く押して、曲の聞きたい部分をさがす。

 （早戻し）ボタン*
 前の曲に戻る。再生中に押すと、再生している曲の頭
に戻る。前の曲に戻るには、ボタンを2回押す。

 再生中に長く押して、曲の聞きたい部分をさがす。

MENUボタン
 前のメニューに戻る。

 （アップ）/ （ダウン）ボタン
メニューアイテムや再生する曲を選ぶ。

ENTERボタン
メニューの実行や曲の再生をする。

* 本体の（早送り）/（早戻し）ボタンでも同じ操作ができま
す。

ご注意
 アプリのダウンロードを促すポップアップメッセージが

iPod touchまたはiPhoneのスクリーンに表示された
ら、「アプリについて」をご参照ください。

 お使いのiPodによっては、操作が違っていたり、操作
できないことがあります。

 本機でラジオや外部機器からの音を聞いているときで
も、再生中のiPodを本機に装着すると、iPodからの出
力に切り換わります。

 iPodの電池残量が非常に少ない場合は、しばらく充電
してから操作してください。

 ソニーは本機と接続されたiPodデータの破壊や損失に
ついて、責任を負いません。

 Apple Inc.のウェブサイトでiPod操作環境条件の詳細
をご確認ください。

 本体またはリモコンのMENU、（アップ）、（ダウン）、
ENTERは、iOSソフトウェアを使うアップルデバイス
（iPhone、iPod Touch）のバージョンが、iOS 6以前の
ものでのみ動作します。 
iOS 7以降のものでは動作しません。その場合はアップ
ルデバイス（iPhone、iPod Touch）の本体の画面から操
作を行ってください。

ラジオを聞く

マニュアル選局をする
1 FM/AMボタンを押して、ラジオの電源を入れ
る。

2 FM/AMボタンを押して、バンドを選ぶ。
ボタンを押すごとに、バンド表示が変わります。

3 時計／モード切換ボタンを押して、「選局」を
選ぶ。
リモコンを使って本機を操作している場合は、この
手順を行う必要はありません。
手順4へ進んでください。

4 選局＋/－ボタンを押して聞きたい放送局に合
わせる。

5 VOL－/＋ボタンを押して、音量を調節する。
ラジオを止めるには、切ボタンを押して、ラジオの
電源を切ります。

オート選局をする
1 「マニュアル選局をする」の手順1から3までを
行う。

2 選局＋/－ボタンを押したままにする。
選局+：周波数が大きいほうへ選局されます。
選局–：周波数が小さいほうへ選局されます。
現在受信している放送局の周波数から選局が自動的
に開始され、放送局が受信されると、選局は止まり
ます。

3 VOL－/＋ボタンを押して、音量を調節する。

いつも聞く放送局を記憶させて 
聞く ― プリセット選局

いつも聞く放送局をFMに20局とAMに10局、合わせて
30局まで設定しておくことができます。

放送局を記憶させる
1 「マニュアル選局をする」の手順1から5を行っ
て、記憶させたい放送局を受信する。

2 「プリセット」が点滅するまで表示切換／メモ
リーボタンを押したままにする。

3 プリセット＋/－ボタンを押してプリセット番
号を選び、表示切換／メモリーボタンを押す。
選んだプリセット番号に放送局が設定されます。

例：プリセット「2」にFMの89.8 MHzを記憶させたと
きの表示

周波数が表示された後、しばらくたつと時刻表示に戻り
ます。

ちょっと一言
	つづけて放送局を記憶させるときは、上記の手順を繰り
返します。

	手順3で表示切換／メモリーボタンを押す代わりに切ボ
タンを押すと、プリセット番号設定をキャンセルできま
す。

ご注意
 手順3で放送局を記憶させたプリセット番号に他の放送
局を記憶させると、前に記憶されていた放送局は消去さ
れます。

記憶させた局を聞くには
1 「マニュアル選局をする」の手順1、2を行って、

AMまたはFMバンドを選ぶ。

2 時計／モード切換ボタンを押して「プリセッ
ト」を選ぶ。
リモコンを使って本機を操作している場合は、この
手順を行う必要はありません。
手順3へ進んでください。

3 プリセット＋/－ボタンを押して聞きたい放送
局が記憶されているプリセット番号を選ぶ。

4 VOL－/＋ボタンを押して、音量を調節する。

オートプリセット選局をする
1 「マニュアル選局をする」の手順1、2を行って、

AMまたはFMバンドを選ぶ。

2 「AP」が点滅するまでFM/AMボタンを押した
ままにする。

3 表示切換／メモリーボタンを押す。
受信した放送局は自動的に記憶されます。

ちょっと一言
 FM/AMボタンを押すと、オートプリセット選局は止ま
ります。

放送中の局のプリセット番号や周波数、年月日
を表示するには
表示切換／メモリーボタンを1回押すとプリセット番号、
もう一度押すと周波数、さらに押すと「日付」と「年」が表
示されます。
表示切換／メモリーボタンを１回のみ押すと約2秒間プリ
セット番号が表示されたあと、周波数が表示されます。
数秒後に時刻表示に戻ります。

ご注意

 現在放送中の局がプリセットされていない場合は、プリ
セット番号が表示されません。

受信状態を良くするには
FM放送の場合
FMワイヤーアンテナをまっすぐに伸ばし、最も良く受信
できる向きにしてお聞きください。

AM放送の場合
付属のAMループアンテナを本機に接続してください。
AMループアンテナを最も良く受信できる方向に向けて置
いてください。

ラジオを聞くときのご注意
 雑音が入ることがあるため、AMループアンテナの近く
に本機や他のAV機器を近づけないでください。

 デジタルミュージックプレーヤーや携帯電話をAMルー
プアンテナやFMアンテナに近づけないでください。ラ
ジオの受信を妨げることがあります。

 本機にiPodを接続してラジオを聞いているとき、ラジ
オに雑音が入ることがあります。

 iPodを充電中にラジオを聞いているとき、充電によっ
てラジオに雑音が入ることがあります。

ラジオやiPod、ブザー音で目覚
めるには ― アラーム機能

本機ではラジオ、iPod、ブザーの3種類からアラームの音
を選ぶことができます。
アラーム設定を行う前に、時刻を正しく設定してくださ
い。時刻の設定のしかたについては、「カレンダーと時計
を合わせる」をご覧ください。

アラームを設定する
1 アラーム設定AまたはBボタンを押したままに
する。
表示窓に「目覚まし」が表示され、「時」が点滅します。

2 アラーム設定＋/－ボタンを繰り返し押して
「時」を設定する。
アラーム設定＋/－ボタンを押したままにすると、速
く変わります。

3 アラーム設定AまたはBボタンを押す。
「時」が設定され、「分」が点滅します。

4 手順2を繰り返し行い、「分」を設定し、アラー
ム設定AまたはBボタンを押す。
時刻の設定が確定し、「曜日」が点滅します。

5 アラーム設定＋/－ボタンを繰り返し押して、
以下の3種類の曜日の組み合わせパターンから
お好みの組み合わせを選ぶ。
毎日：月 火 水 木 金 土 日
ウィークデー：月 火 水 木 金
週末：土 日

6 アラーム設定AまたはBボタンを押す。
アラームモードが設定されます。

7 お気に入りのアラームモードが点滅するまで
アラーム設定＋/－ボタンを繰り返し押す。
「iPhone」、「FM」、「AM」、「ブザー」の中から一つ選
びます。
-「iPhone」： 「 iPodアラームを設定する」をご覧く

ださい。
-「FM」、「AM」：  

「 ラジオアラームを設定する」をご覧
ください。

-「ブザー」： 「 ブザーアラームを設定する」をご覧
ください。

 iPodアラームを設定する
1 「アラームを設定する」の手順1から7までを行
う。

2 アラーム設定AまたはBボタンを押して
「iPhone」を選ぶ。
表示窓に「VOL」が表示されます。

3 アラーム設定＋/－ボタンを繰り返し押して、
アラーム音量を調節する。

4 アラーム設定AまたはBボタンを押す。
表示窓に「A」または「B」が表示されて、iPodアラーム
が設定されます。
iPodは設定時刻に鳴ります。

ご注意

	iPodアラームを設定しているときは、アラーム設定時
刻になる前に本機にiPodを接続してください。

	iPodアラームを設定しても、本機にiPodを接続してか
らiPodの電源を切ると、iPodアラームが鳴らずにブザー
アラームが鳴ります。

 ラジオアラームを設定する
1 「アラームを設定する」の手順1から7までを行
う。

2 アラーム設定AまたはBボタンを押してラジオ
バンド（「FM」、「AM」）を選ぶ。
表示窓にプリセット番号が点滅します。

3 アラーム設定＋/－ボタンを押して、お気に入
りのバンドのプリセット番号または 
「- -」を選ぶ。
「- -」はラジオアラームが鳴る前に受信していた放送
局です。

4 アラーム設定AまたはBボタンを押す。
表示窓に「VOL」が表示されます。

5 アラーム設定＋/－ボタンを押して、音量を調
節する。

6 アラーム設定AまたはBボタンを押す。
表示窓に「A」または「B」が表示されて、ラジオアラー
ムが設定されます。
ラジオは設定時刻に放送されます。

 ブザーアラームを設定する
1 ｢アラームを設定する」の手順1から7までを行
う。

2 アラーム設定AまたはBボタンを押して「ブ
ザー」を選ぶ。
表示窓に「A」または「B」が表示されて、ブザーアラー
ムが設定されます。
ブザーは設定時刻に鳴ります。

ご注意
 ブザーアラームに音量設定はありません。

設定したアラーム時刻を確認するには
アラーム設定＋/－ボタンを押します。設定が約4秒間表
示されます。

設定したアラーム時刻を変更するには
1 アラーム設定＋/－ボタンを2秒以上押したま
まにする。
表示窓にアラーム設定した時刻が表示されたあと、
設定時刻が連続して速く増えて（または減って）いき
ます。このとき、アラーム設定＋/－ボタンを短く繰
り返し押して、設定時刻を増減させることもできます。

2 変更したいアラーム設定時刻を表示させた
ら、アラーム設定＋/－ボタンをはなす。
変更後のアラーム設定時刻が表示窓に点滅して表示
されたあと、時刻表示に戻ります。
アラーム時間設定＋/－ボタンをはなしてから2秒以
内にもう一度アラーム時間設定＋/－ボタンを押すと、
アラーム設定時刻をさらに変更することができます。

ちょっと一言

 アラーム時刻を変更すると、表示窓に時刻を変更したア
ラーム設定「A」または「B」が表示されて、アラームが有
効になります。

 アラームを解除していても、アラーム時刻を変更した後
は、アラームが有効になります。

もう少し眠っていたいときは ― アラーム

くりかえし機能

アラーム動作中にスヌーズ/明るさ調整ボタンを1
回押す。
ブザー音がいったん止まり、約10分後に再び鳴ります。
スヌーズ/明るさ調整ボタンを繰り返し押すと、アラーム
繰り返し時間を最長60分まで変更できます。スヌーズ/明
るさ調整ボタンを押すたびに、設定時間が以下のように
切り替わります。

アラームくりかえし機能を解除するには、切ボタンを押
します。

アラーム音を止めるには
切ボタンを押す。
翌日も同じ時間にアラームが鳴ります。

アラームを解除するには
アラーム設定AまたはBボタンをもう一度押します。表示
窓のアラーム 「A」または「B」の表示が消え、設定したア
ラームが解除されます。

アラームを有効にするには
アラーム設定AまたはBボタンを押します。表示窓にアラー
ム 「A」または「B」が表示され、設定したアラームが有効に
なります。

ご注意
 アラームモードがiPodに設定されても、iPodが本機に
接続されていない、またはiPodに曲が保存されていな
い、iPodの電源が入っていないなどの場合は、アラー
ム設定時刻になるとブザーアラームが鳴ります。

 アラームAとBが同じアラーム時刻に設定されている場
合は、アラームAを優先します。

 アラーム中に操作がない場合、アラームは鳴ってから約
60分後に自動的に止まります。

停電中のアラーム機能についてのご注意
停電中にアラーム設定時刻になった場合、バックアップ
用リチウム電池により、ブザーアラームが働きます。
 表示窓の表示、バックライトはつきません。
 アラーム音がiPodまたはラジオアラームに設定されて
いる場合は、自動的にブザーアラームに切り換わりま
す。

 ブザーアラームは、本機の切ボタンを押さなくても、鳴っ
て約5分後に自動的に止まります。

 「」が表示されたら、停電のときにブザーアラームは
鳴りません。新しいリチウム電池と交換してください。

 停電中は、アラームくりかえし機能は設定できません。
 停電中は、アラームを設定した時間に一度だけ鳴りま
す。

スリープタイマーを設定する
iPodやラジオ、外部機器からの音楽などを聞きながら眠
りたいとき、スリープタイマーを設定すると、設定した
時間が経過すると自動的にiPodやラジオ、外部機器から
の音を消すことができます。

1 iPodやラジオ、外部機器を再生中にスリープ
ボタンを押す。
表示窓に「スリープ」が表示され、設定時間が点滅し
ます。

2 スリープボタンを繰り返し押して、設定時間
を選ぶ。
スリープボタンを押すたびに、設定時間が以下のよ
うに切り替わって点滅します。ただし、「OFF」は点
滅しません。

選んだ時間が数秒間点滅したあと時刻表示に戻り、
スリープタイマーが設定されます。
表示窓に「スリープ」が表示され、設定した時間が経
過するとiPodまたはラジオ、外部機器からの音が止
まります。

ご注意
 音声入力端子に接続された外部機器の再生は自動的に停
止しません。

設定した時間になる前に音を止めるには
切ボタンを押す。

設定した時間を変更するには
スリープタイマーを設定したあとも、スリープボタンを
繰り返し押して設定時間を変更することができます。

スリープタイマーの設定を解除するには
上記手順2で「OFF」を選ぶと、設定は解除されます。

ご注意

 スリープタイマーが働いているときにアラームが鳴る
と、スリープタイマーの設定が解除されます。

別売りの外部機器をつなぐ
デジタルミュージックプレーヤーなどの外部機器を本機
に接続して、スピーカーから流れる音を楽しむことがで
きます。接続する前に、すべての機器の電源を切ってく
ださい。
1 本機背面の音声入力端子と外部機器をオー
ディオケーブル（別売）で接続する。

2 音声入力ボタンを押す。
表示窓に「音声入力」と表示されます。

3 本機に接続した外部機器の電源を入れる。

4 外部機器を操作して、再生を開始する。

5 VOL－/＋ボタンを押して、音量を調節する。

ラジオ放送に戻るには
FM/AMボタンを押す。

iPodの再生に戻るには
ボタンを押す。

外部機器の音を止めるには
切ボタンを押すと、本機から聞こえる外部機器の音が止
まります。再生を止めるときは、外部機器を操作して再
生を止めてください。

ご注意
 使用するオーディオケーブルは、外部機器によって異な
ります。接続する外部機器に適したケーブルを使用して
ください。

 音量が小さい場合はまず外部機器の音量調節をしてくだ
さい。それでも小さい場合には本機の音量を調節してく
ださい。

 ラジオまたはTVチューナーを内蔵した機器を接続した
場合、ラジオやTV放送の受信ができなかったり、感度
が大幅に低下することがあります。

 外部機器を使用しないときは、音声入力端子からオー
ディオケーブルを取りはずしてください。

 本機に機器を接続したままラジオを受信しているとき、
雑音が入る場合は、接続した機器の電源を切ってくださ
い。接続した機器の電源を切った状態でもラジオに雑音
が入る場合、本機と機器の接続を解除し、本機からでき
るだけ離してください。

アプリについて
「D-Sappli」は、アップルのApp Storeで入手できるiPod 

touch/iPhoneドック専用のアプリケーションです。
「D-Sappli」は無料でダウンロードできます。
より詳しい機能について知りたいときは、 
「D-Sappli」で検索してください。

「D-Sappli」の機能
 ミュージックタイマー、スリープタイマーの2つのタイ
マー機能があります。

 ミュージックタイマーは、お好きな音楽をお好みの時
間に再生/停止できる機能です。 
スリープタイマーは、お休み時に便利な、再生してい
る音楽をお好みの時間に停止できる機能です。 
ミュージックタイマーとスリープタイマーは、
「D-Sappli」が動作しているときのみ使えます。
 本機にプリセットされたラジオ放送局を一覧で表示で
きます。 
プリセットされたラジオ放送局の名前を変更したり、
プリセット番号を変更できます。また、プリセット番
号や表示順を変更することもできます。

 時計として使えるクロック画面は、複数の種類から選
べます。

 iPhoneをドックコネクターに接続するだけで、日付や
時間をiPhoneに同期させて合わせることができます。

ご注意

 本機とリンクして動作するアプリをiPod touch/iPhone
にダウンロードしていないときは、ダウンロードを促す
ポップアップメッセージがくり返し表示されることがあ
ります。メッセージを表示させないようにするには、ア
プリのリンク機能を無効にしてください。

 アプリのリンク機能を無効にする場合は、以下のように
してください。 
iPod touchもしくはiPhoneをドックコネクターからは
ずす。(再生）ボタンを押して、「iPhone」に切り換え
る。ボタンを押している間に、本機の切ボタンを最
低2秒間押し続ける。（リンク機能が無効になると、表
示窓に「OFF」が表示されます。）

 もう一度アプリのリンク機能を有効にする場合は、以上
の手順を繰り返してください。（リンク機能が有効にな
ると、表示窓に「On」が表示されます。）

スタートアップガイド

















プリセット/選局
＋/－／/
ボタン

アラーム設定
＋ボタン
アラーム設定
Aボタン
アラーム設定
－ボタン

時計／モード切
換ボタン
表示切換／メモ
リーボタン

ドックコネク
ター

iPhoneボタン

ラジオFM/AMボタン

スヌーズ/明るさ調整
ボタン

アラームリセット／
切ボタン

プリセット/選局＋／、VOL＋、iPhoneのボタンに凸部（突起）がついています。

音声入力端子 AMアンテナ端子

DC入力6V端子 FMワイヤーアンテナ

VOL（音量）－/＋
ボタン

アラーム設定
＋ボタン
アラーム設定
Bボタン
アラーム設定
－ボタン
スリープボタン

音声入力ボタン

、VOL ＋のボタンに凸部（突起）がついています。

iPodの取り扱いについて

iPodを装着する
1 ドックコネクター部のふたを開ける。

2 本機を手でおさえながら、iPodをドックコネ
クターの角度にそって差し込む。

iPodが差し込みにくいときは
ふたを少し後ろに押しながら、iPodを差し込んでくださ
い。

iPodを操作するときのご注意
iPodを手で押さえながら、iPodを操作してください。

iPodを取りはずす
本体をしっかり手で押さえて、iPodを取りはずしてくだ
さい。

ご注意
 安定した装着を確保するために、iPodのケースやカバー
をはずしてドックコネクターに装着してください。

 iPodをしっかりドックコネクターに装着してくださ
い。

 iPodの装着および取りはずし時は、本機のドックコネ
クターと同じ角度でiPodを抜き差ししてください。
iPodを前後に倒して無理に取りはずそうとするとドッ
クコネクターが破損するおそれがあります。

 iPodの装着および取りはずしは、本機をしっかり手で
おさえて行ってください。

 本機にiPodを装着したままiPodをねじったり曲げたり
すると、ドックコネクターが破損するおそれがありま
す。

 iPodを装着したまま本機を持ち運ばないでください。

iPodを本機で充電するには
ACアダプター（付属）をコンセントにつなぎ、本機にiPod
を装着してください。
充電が自動的に開始します。充電の状態はiPod本体に表
示されます。詳しくは、お使いのiPodの取扱説明書をご
覧ください。

赤外線受光部

電池ケース


